






バックキャストの落とし穴
　こうして、各国政府や企業、さらにメディアが、こぞって「水

素社会」を連呼するので、私たちも、その実現が近いものと錯

覚しがちである。ところが、昨年末、米国の経済メディアである

ブルームバーグの調査機関が、グリーン水素*の価格は2050

年になっても大幅には下がらないとの報告を出した。報告を

もとに試算してみると、今から25年たっても足元のＬＮＧの2

～6倍の価格水準である。とても手が届く値段とは言えない。

夢と現実の折り合いを
　人類の進歩には、バックキャストの考え方は不可欠であろ

う。ところが、描いた夢は、予定通りにはやってこない。人類の

テクノロジーは著しく進歩したが、月での生活や木星への有

人飛行、そしてＨＡＬのような高度なロボットは、2001年はお

ろか、2025年の現在も実現には至っていない。映画の話と言

えばそれまでだが、「水素社会」とて、実現性から出発している

わけではない。あくまで「ありたい将来」なのだ。

　一方で、エネルギー、特に電力の供給は、24時間365日、片

時も休むことなく、将来にわたって継続されねばならない現

実がある。そう考えると、すでに実用化されている脱炭素エ

ネルギーとして、原子力は私たちの社会がもつ貴重な財産で

はないか。必要な安全性を確保しつつ、どのように使っていく

のか、さらに議論が深まることを期待したい。
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「2001年宇宙の旅」にみる人類の夢
　1968年公開の映画に「2001年宇宙の旅」というのがある。

2001年には、月にある基地に人が暮らし、有人の探査船が秘

密の任務を担って木星に向かう。船は動力源として原子炉を

もち、ＨＡＬという人工知能が制御を担う。

　この映画には当時想像できる未来が沢山詰まっていた。こ

のように、人類は絶えず、「こうありたい」、「こんなものが欲し

い」という夢を描いては、それに向かって進歩を遂げてきたに

違いない。

「バックキャスト」で脱炭素の夢を現実に
　ありたい将来を目標として定め、そこから逆算して解決策

を考えることを「バックキャスト」という。これに対して、現状

を起点として将来を計画していくのが「フォアキャスト」であ

る。

　たとえば、「2050年カーボンニュートラル」は、まさにバック

キャストの発想で議論される。化石燃料を中心とする現状の

延長線上ではなく、脱炭素を前提として社会システムを議論・

構築しようということだ。その一環として考えられているのが

「水素社会」である。水素は発電に加え、製鉄など工業用にも

利用可能で、しかもCO₂を発生しない。そのうえ、発電が不安
定な太陽光や風力などの電力が余剰の時に水素を作り、不足

の時には発電用燃料として利用できる。脱炭素社会とは、こん

な燃料が主役になる「未来社会」のはず、というわけである。

～人類は「水素社会」にたどり着くのか～

北陸原子力懇談会

＊再エネを使って作る水素。天然ガスなどを原料とする現状の製法ではCO₂が発生する。
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